
高
圧
ガ
ス
の
プ
ラ
ン
ト
検
査
、
設
計

・
施
工
事
業
者
の
ガ
ス
檢
（
本
社
埼
玉

県
朝
霞
市
・
村
本
晃
一
社
長
）
は
、
２

県
に
所
在
す
る
。
ガ
ス
檢
は
、
仙
台
か

ら
日
本
海
側
の
秋
田
県
や
山
形
県
な
ど

の
遠
隔
出
動
先
で
大
き
な
災
害
が
発
生

し
て
も
確
実
に
燃
料
確
保
を
継
続
し
顧

客
の
設
備
点
検
な
ど
の
業
務
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
両
社
は
非
常
時
の
通
信
環
境
整

備
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
。
イ
リ
ジ

ウ
ム
衛
星
携
帯
電
話
の
ほ
か
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ

ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
も
導
入
。
三
和
エ
ナ
ジ
ー
は

災
害
時
優
先
携
帯
電
話
も
保
有
す
る
。

ガ
ス
檢
は
、
総
合
的
な
防
災
訓
練
（
２

０
２
３
年
に
は
ヒ
ラ
オ
カ
石
油
＝
現
・

三
和
エ
ナ
ジ
ー
＝
の
車
両
も
参
加
し
、

緊
急
時
の
燃
料
配
送
訓
練
も
行
っ
た
）

と
通
信
訓
練
を
年
に
１
度
実
施
し
て
い

る
。
通
信
訓
練
で
は
、
ど
の
地
域
で
災

害
が
発
生
し
拠
点
が
機
能
不
全
に
陥
っ

て
も
三
和
エ
ナ
ジ
ー
へ
燃
料
配
送
を
オ

ー
ダ
ー
で
き
る
よ
う
に
、
各
拠
点
の
代

表
者
が
衛
星
電
話
に
よ
る
音
声
通
信
や

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
に
よ
る
メ
ー
ル
通

信
も
用
い
て
オ
ー
ダ
ー
手
順
を
実
演
で

確
認
し
て
い
る
。

０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
強
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。震
災
当
時
、

検
査
車
両
の
燃
料
確
保
に
大
き
な
課
題

が
あ
っ
た
た
め
、
三
和
配
送
事
業
グ
ル

ー
プ
の
三
和
エ
ナ
ジ
ー
（
本
社
横
浜
市

港
北
区
・
高
松
克
行
社
長
）
と
「
緊
急

時
最
優
先
給
油
業
務
委
託
契
約
」（
通

称
・
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
契
約
＝
え
す
け
い
や

く
）
を
締
結
し
て
い
る
。

契
約
対
象
は
、
埼
玉
県
朝
霞
市
を
は

じ
め
仙
台
市
・
茨
城
県
土
浦
市
・
神
奈

川
県
厚
木
市
の
各
事
業
所
、
グ
ル
ー
プ

会
社
の
ガ
ス
檢
中
部
の
３
事
業
所
（
静

岡
市
・
愛
知
県
春
日
井
市
・
豊
橋
市
）。

各
拠
点
は
災
害
時
に
燃
料
確
保
が
難
し

く
な
っ
た
際
に
通
報
を
発
信
、
各
地
の

三
和
エ
ナ
ジ
ー
の
デ
リ
バ
リ
ー
セ
ン
タ

ー
か
ら
指
定
場
所
に
車
両
用
燃
料
な
ど

が
配
送
さ
れ
る
。

ガ
ス
檢
グ
ル
ー
プ

の
各
拠
点
は
、
災
害

時
に
検
査
依
頼
な
ど

を
受
け
た
顧
客
を
は

じ
め
被
災
が
想
定
さ

れ
る
周
辺
の
数
多
く

の
顧
客
設
備
を
広
範

囲
に
カ
バ
ー
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
各

拠
点
が
被
災
し
一
時
的
に
機
能
不
全
に

陥
っ
た
場
合
な
ど
は
、
別
拠
点
か
ら
応

援
車
両
を
出
動
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
想
定

さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
も
含
め
る
と

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
広
域
に
カ
バ

ー
、
各
エ
リ
ア
の
デ
リ
バ
リ
ー
セ
ン
タ

ー
の
密
度
も
高
い
三
和
エ
ナ
ジ
ー
の
対

応
力
に
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

ガ
ス
檢
の
他
拠
点
と
比
較
す
る
と
遠

方
に
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な

影
響
が
あ
っ
た
仙
台
事
業
所
に
つ
い
て

も
、
三
和
エ
ナ
ジ
ー
の
デ
リ
バ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
は
仙
台
市
に
隣
接
す
る
宮
城
県

宮
城
郡
利
府
町
を
は
じ
め
、
仙
台
事
業

所
の
担
当
エ
リ
ア
で
あ
る
東
北
地
方
各
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岩
谷
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

本
部
は
７
日
、
10
月
分
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
卸
価
格
の
前
月
比

変
動
額
を
確
定
し
た
。

プ
ロ
パ
ン
は
㌧
当
た
り

１
５
２
０
円
、
ブ
タ
ン
は

１
７
６
０
円
そ
れ
ぞ
れ
値

下
げ
し
た
。

な
お
１
日
か
ら
31
日
ま

で
の
出
荷
分
が
適
用
と
な

る
。

全
国
平
均
は
５
立
方
㍍

が
３
円
高
の
５
６
４
９

円
、
20
立
方
㍍
が
２
円
安

の
１
万
５
９
３
４
円
だ
っ

た
。
10
立
方
㍍
の
最
高
値

は
北
海
道
局
の
１
万
１
３

１
０
円
、
最
安
値
が
千
葉

県
の
８
２
６
４
円
。
対
前

回
調
査
に
お
い
て
は
宮
崎

県
が
１
７
２
円
と
最
も
上

昇
し
た
反
面
、
富
山
県
が

79
円
と
最
も
下
落
し
た
。

基
本
料
が
最
も
高
い
の

は
富
山
県
で
２
２
４
１

円
、
最
安
値
が
奄
美
熊
毛

を
除
く
鹿
児
島
県
の
１
７

３
７
円
。

設
備
料
に
関
し
て
は
愛

媛
県
が
最
も
高
く
１
３
４

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
大
型

台
風
や
豪
雨
、
地
震
な
ど

の
災
害
に
よ
る
停
電
時
に

も
携
帯
電
話
基
地
局
を
継

続
的
に
稼
働
さ
せ
る
た

め
、
燃
費
効
率
や
長
期
保

管
性
に
優
れ
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
燃
料
と
す
る
常
設
型
発

電
機
に
加
え
非
常
用
の
Ｌ

Ｐ
Ｇ
可
搬
型
発
電
機
を
全

国
に
配
備
し
て
き
た
。
た

だ
し
設
置
場
所
が
固
定
さ

れ
な
い
非
常
用
可
搬
型
発

電
機
は
、
燃
料
の
安
定
的

な
確
保
が
課
題
だ
っ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
で
伊

藤
忠
エ
ネ
ク
ス
は
自
社
充

填
所
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
充
填

し
、
日
本
Ｂ
Ｃ
Ｐ
お
よ
び

協
力
会
社
の
燃
料
備
蓄
拠

点
に
配
備
す
る
。
停
電
発

生
時
、
日
本
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
燃

料
備
蓄
拠
点
か
ら
全
国
に

あ
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携

帯
電
話
基
地
局
へ
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
容
器
を
迅
速
に
配
送
、

設
置
か
ら
回
収
ま
で
一
貫

し
て
対
応
す
る
。
こ
の
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
で
災

害
時
で
も
継
続
的
な
燃
料

供
給
が
可
能
に
な
り
、
非

常
用
可
搬
型
発
電
機
が
燃

料
切
れ
で
停
止
す
る
リ
ス

ク
を
低
減
で
き
る
。

今
後
、
伊
藤
忠
エ
ネ
ク

ス
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
日

本
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
燃
料
の
配

送
ル
ー
ト
の
最
適
化
や
発

電
機
の
稼
働
状
況
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
を
自
動
化

す
る
こ
と
で
配
送
作
業
の

効
率
化
を
図
る
。
ま
た
通

信
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
や
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

強
化
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
を
進
め
て
い
く
と

い
う
。

ジ
ク
シ
ス
は
先
頃
、
沖

縄
県
糸
満
市
で
２
０
２
５

年
度
ジ
ク
シ
ス
会
正
副
長

連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。

当
日
は
14
人
の
正
副
会
長

と
ジ
ク
シ
ス
の
幹
部
な
ど

９
人
が
参
加
し
た
。

会
の
冒
頭

で
田
中
惠
次

ジ
ク
シ
ス
社

長
が
あ
い
さ

つ
し
「
沖
縄

の
明
る
い
光

の
も
と
で
、

正
副
会
長
の

み
な
さ
ま
と

お
会
い
す
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
充
実
し

た
会
に
し
た
い
」「
第
７

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
重
要
性
が

明
記
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
小
・
中
学
校
へ
の
Ｌ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ

は
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
２

０
２
５
年
度
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

グ
ロ
ー
ブ
会
会
長
・
副
会

長
連
絡
会
を
開
い
た
（
写

真
）。
連
絡
会
で
は
小
西

日
本
液
化
石
油
ガ
ス
協

議
会
は
６
〜
７
日
、
都
内

で
27
社
34
人
の
参
加
を
得

て
２
０
２
５
年
度
Ｗ
Ｇ
討

論
会
を
開
催
し
た
。
６
日

は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
の
プ

ロ
を
育
成
す
る
た
め
の
社

員
教
育
の
手
段
、
手
法
、

そ
の
他
あ
り
方
」「
こ
れ

か
ら
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
と

お
客
さ
ま
の
関
係
性
に
つ

い
て
」
の
２
テ
ー
マ
を
設

定
し
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
３
時
間
以
上
に
わ
た
る

討
論
を
実
施
。
懇
親
会
も

行
い
親
睦
を
深
め
た
。
同

討
論
会
は
今
回
の
東
京
開

催
に
続
き
11
月
に
は
名
古

屋
で
も
行
わ
れ
る
。

東
京
会
場
で
は
、
７
日

は
午
前
中
に
各
グ
ル
ー
プ

が
討
論
の
中
で
あ
が
っ
た

意
見
な
ど
を
発
表
し
た
。

社
員
教
育
に
関
し
て
は
高

齢
化
が
進
む
保
安
従
事
者

の
経
験
を
継
承
す
る
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
や
現

代
の
若
者
気
質
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

ま
た
顧
客
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
設

置
割
合
の
急
拡
大
で
従
来

と
は
変
化
す
る
環
境
の
な

か
で
、
細
か
い
工
夫
に
よ

り
コ
ー
ル
業
務
の
負
担
を

軽
減
す
る
工
夫
や
外
国
人

顧
客
対
応
の
手
法
を
相
互

に
紹
介
し
た
。

６
日
は
討
論
会
に
先
立

ち
経
済
産
業
省
ガ
ス
安
全

室
の
河
合
祥
富
室
長
補
佐

が
来
賓
講
演
を
実
施
。
河

合
室
長
補
佐

は
討
論
会
に

も
加
わ
り
、

現
場
の
生
の

声
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て

い
た
。
講
演

で
は
２
０
２

４
年
度
を
は

じ
め
、
近
年

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事
故
の
ト
レ

ン
ド
や
経
産

省
が
行
っ
て
い
る
事
故
防

止
施
策
を
紹
介
し
た
。

と
く
に
他
工
事
事
故
、

Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
、
質
量
販

売
事
故
の
事
故
事
例
や
、

こ
れ
ら
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
が
件
数
、
被
害
の
大
き

さ
を
抑
制
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
点
を
強
調
。「
小

さ
な
ミ
ス
が
大
き
な
事
故

に
つ
な
が
る
」
と
し
て
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
自
身
は

も
ち
ろ
ん
、
前
述
し
た
三

福
島
県
協
須
賀
川

な
ど
が
大
感
謝
祭

【
須
賀
川
市
＝
福
島
】

福
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
須

賀
川
支
部
、
同
青
年
委
員

会
は
５
日
、
須
賀
川
市
で

第
21
回
大
感
謝
祭
を
開
催

し
た
。
会
場
に
は
相
田
商

店
、
ア
ス
ト
モ
ス
リ
テ
イ

リ
ン
グ
、
Ｅ
・
Ｃ
・
Ｓ
、

井
上
燃
料
店
、
共
同
ガ

ス
、
末
原
屋
、
須
賀
川
瓦

斯
、
西
部
ガ
ス
サ
ー
ビ

ス
、
関
彰
商
亊
、
根
本
石

油
、
福
陽
ガ
ス
、
増
子
商

店
、
み
ど
り
や
商
店
、
宮

坂
商
事
、
若
松
ガ
ス
ら
が

参
加
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機

器
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど

を
展
示
販
売
し
た
。

成
約
者
に
は
、
購
入
金

額
に
応
じ
て
米
や
酒
、
食

料
オ
イ
ル
や
洗
剤
な
ど
の

日
用
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
。

2026
年
度
入
社
予
定
者

内
定
式
と
懇
親
会

新
コ
ス
モ
ス
電
機

【
大
阪
】
新
コ
ス
モ
ス

電
機
は
２
日
、
本
社
で
２

０
２
６
年
度
入
社
予
定
者

の
内
定
式
と
懇
談
会
を
開

催
し
た
。
４
月
入
社
予
定

の
12
人
の
内
定
者
が
参
加

し
、
ゲ
ー
ム
や
懇
親
会
で

交
流
を
深
め
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
た
。

高
橋
良
典
社
長
は
、

「〝
世
界
中
の
ガ
ス
事
故

を
な
く
す
〞
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
、
来
春
か
ら

活
動
で
き
る
こ
と
を
た
い

へ
ん
う
れ
し
く
思
う
。
当

９
月
に
岐
阜
県
瑞

浪
市
で
重
傷
１
人

経
産
省
調
べ
Ｌ
Ｐ
Ｇ

漏
え
い
爆
発
事
故

経
済
産
業
省
は
８
日
、

先
月
29
日
に
岐
阜
県
瑞
浪

市
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
漏
え
い
爆

発
事
故
に
よ
り
重
傷
者
１

人
が
出
た
、
と
発
表
し

た
。ガ
ス
風
呂
釜
が
原
因
。

事
故
概
要
は
一
般
住
宅

で
消
費
者
が
風
呂
釜
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
た
も
の
の

湯
が
沸
い
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
風
呂
釜
の
確
認
に

行
っ
た
と
こ
ろ
ガ
ス
臭
が

し
た
こ
と
か
ら
換
気
を
行

っ
た
。
そ
の
後
、
再
度
風

呂
釜
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

た
際
に
何
ら
か
の
原
因
で

爆
発
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
現
在
、
事
業
者
が

調
査
中
。

７
月
ブ
タ
ン
転
送
継

続
も
高
圧
液
化
83
％

内
航
連
、
輸
送
実
績

製
油
所
が
定
修
中

日
本
内
航
海
運
総
連
合

会
集
計
に
よ
る
内
航
需
要

の
80
％
を
占
め
る
内
航
海

運
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
お
け

る
７
月
の
輸
送
実
績
が
ま

と
ま
っ
た
。
高
圧
液
化

（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
塩
ビ
モ
ノ

マ
ー
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
）

は
、前
年
同
月
比
83
％（
１

万
４
０
０
０
㌧
減
）
45
万

２
０
０
０
㌧
だ
っ
た
。
前

々
年
同
月
（
44
万
７
０
０

０
㌧
）
比
は
１
０
１
％
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
定
期
修
理

中
の
製
油
所
間
で
の
ブ
タ

ン
転
送
が
継
続
さ
れ
一
定

の
下
支
え
が
あ
っ
た
。
他

方
で
エ
チ
レ
ン
、
塩
ビ
モ

ノ
マ
ー
、
液
体
ア
ン
モ
ニ

ア
の
輸
送
量
が
減
少
し
、

こ
れ
ら
複
数
品
目
の
落
ち

込
み
が
高
圧
液
化
全
体
の

輸
送
量
を
押
し
下
げ
る
結

果
と
な
っ
た
。

ま
た
内
航
船
全
体
（
貨

物
船
と
油
送
船
の
合
計
）

の
前
年
同
月
比
は
93
％
。

７
月
30
日
に
発
生
し
た
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
沖
の
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
８
地

震
に
と
も
な
い
、
太
平
洋

沿
岸
を
中
心
に
津
波
警
報

・
津
波
注
意
報
が
発
令
さ

れ
荷
役
作
業
の
一
時
停
止

や
船
舶
の
沖
合
待
機
が
発

生
し
た
。
加
え
て
製
油
所

や
工
場
で
一
時
操
業
を
停

止
し
た
結
果
、
線
品
出
荷

の
停
滞
か
ら
出
港
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
遅
延
を
も
た
ら

し
た
。

Ｐ
ガ
ス
仕
様
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導

入
事
例
が
次
々
に
生
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
好
機
を
生

か
し
、
み
な
さ
ま
と
協
力

し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
値
を

日
本
全
国
に
知
ら
し
め
る

こ
と
が
業
界
の
発
展
に
も

つ
な
が
る
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

続
い
て
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

（
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院

大
学
）
発
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
で
あ
る
Ｅ
Ｆ

Ｐ
ｏ

ｌ
ｙ
ｍ
ｅ
ｒ
社
の
下
地
邦

拓
取
締
役
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。
下
地

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
に
よ
る
、
全
国
の
８
月
末
家
庭
用
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
三
部
料
金
制
市
況
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
全
国
平
均

は
基
本
料
が
前
回
調
査
時
（
６
月
末
）
よ
り
２
円
安
の
１
９
８
８

円
、
設
備
料
が
13
円
安
の
３
７
９
円
で
10
立
方
㍍
は
６
円
高
の
９

１
９
８
円
で
あ
っ
た
＝
別
表
参
照
。

つ
の
事
故
の
大
き
な
要
因

と
な
る
消
費
者
や
工
事
事

業
者
の
ミ
ス
減
少
に
つ
な

が
る
周
知
や
連
絡
体
制
構

築
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

社
が
65
年
の
歴
史
を
重
ね

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
に

挑
戦
し
て
き
た
か
ら
で
、

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

持
つ
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
一

人
ひ
と
り
に
コ
メ
ン
ト
を

添
え
て
内
定
証
書
を
授
与

し
た
。

親
を
図
っ
て
も
ら
う
②
相

互
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
他
の
地
区
会
の
取
り

組
み
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
今
後
の
活
動
計
画
の

一
助
と
す
る
③
同
社
と
の

一
層
堅
固
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
く
－
こ
と
な

ど
を
目
的
に
開
催
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
日

本
プ
ロ
野
球
界
や
米
国
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
輝
か
し

い
成
績
を
残
し
、
現
在
は

Ｄ
’Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
総
監
督
と

し
て
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

界
で
も
活
躍
中
の
佐
々
木

主
浩
氏
を
招
き
、
タ
レ
ン

ト
の
大
東
め
ぐ
み
さ
ん
と

の
対
談
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
九
州
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ
会
の
後
藤

拓
郎
会
長
（
東
洋
プ
ロ
パ

ン
瓦
斯
社
長
）
に
よ
る
乾

杯
発
声
で
の
あ
い
さ
つ
で

懇
親
会
へ
移
っ
た
。

２
円
、
次
い
で
青
森
県
の

１
０
１
２
円
。
関
東
１
都

３
県
に
お
い
て
は
神
奈
川

県
が
最
も
高
く
４
９
７

円
、
次
い
で
東
京
都
の
４

８
２
円
、
埼
玉
県
の
３
２

６
円
、
千
葉
県
の
２
３
５

円
と
い
う
状
況
。

伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
日
本
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電
話
基

地
局
に
お
け
る
停
電
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
非
常
用
可
搬
型
発
電
機
に
用
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
日
本
９
カ
所
の
燃
料
備
蓄
拠
点
か
ら
、
全
国
の
携
帯
電
話
基
地
局
へ
速
や
か
に
配
送
で
き

る
体
制
を
構
築
し
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。

氏
は
自
身
の
歩
み
や
Ｅ
Ｆ

Ｐ
ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｅ
ｒ
社
が

開
発
す
る
自
然
由
来
の
超

吸
水
性
ポ
リ
マ
ー
の
特
色

や
利
用
事
例
な
ど
に
つ
い

て
解
説
。
独
自
の
技
術
で

の
水
不
足
を
中
心
と
し
た

環
境
問
題
の
解
決
と
、
沖

縄
で
の
新
た
な
産
業
創
出

な
ど
の
目
標
を
述
べ
た
う

え
で
「
沖
縄
に
お
い
て
で

き
た
技
術
を
世
界
に
展
開

し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

最
後
に
辻
本
伊
久
治
ジ

ク
シ
ス
副
社
長
が
閉
会
の

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
Ｅ
Ｆ

Ｐ
ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｅ
ｒ
社

は
、
水
不
足
や
農
業
が
抱

え
る
問
題
を
通
じ
て
水
・

環
境
・
食
料
な
ど
の
社
会

課
題
の
解
決
に
挑
戦
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
社
会
課
題
解
決
に
取

徹
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ

社
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、

各
地
区
会
の
会
長
・
副
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

各
地
区
会
の
年
間
活
動
計

画
な
ど
を
共
有
し
た
。

同
会
は
全
国
八
つ
の
エ

リ
ア
で
会
長
・
副
会
長
が

中
心
と
な
り
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
グ
ロ
ー
ブ
の
販
売
理
念

に
基
づ
き
会
員
相
互
の
研

さ
ん
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
組
織
を
運
営
し
て
い

る
。
同
連
絡
会
は
①
各
地

区
会
代
表
者
に
交
流
と
懇

り
組
ん
で
い
る
と
い
う
点

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者

と
し
て
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
つ
な
が
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
扱
う
わ
れ
わ
れ
に
通
じ

る
部
分
が
あ
り
大
変
参
考

に
な
っ
た
」
と
感
想
を
語

っ
た
。

加
え
て
９
月
に
先
進
の

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
住
宅
「
ホ

ッ
と
楽
な
家
」
の
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
（
岡
山
）、
実
邸

（
山
梨
）
が
完
成
し
た
話

題
に
触
れ
て
「
ホ
ッ
と
楽

な
家
の
、
と
く
に
災
害
時

に
在
宅
避
難
を
可
能
に
す

る
点
は
災
害
の
多
い
地
域

な
ど
で
非
常
に
関
心
が
高

い
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
じ
、
み
な
さ
ま
と
一

緒
に
多
く
の
方
に
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

下
地
氏
の
講
演
（
円
内
は
左
か
ら

田
中
ジ
ク
シ
ス
社
長
、
辻
本
ジ
ク

シ
ス
副
社
長
）

基
地
局
の
可
搬
発
電
機
へ
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
供
給

災
害
時
も
着
実
点
検

ジ
ク
シ
ス
会

沖
縄
で
正
副
長
会
議

地
元
発
の
環
境
事
業
紹
介

８
月
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
設
備
料
13
円
下
落

三
部
制
基
本
料
は
1988
円

情報セン
全国平均

日
液
協
2025
年
度
Ｗ
Ｇ
討
論
会

保
安
育
成
術
な
ど
相
互に

紹
介
東京会場

ソフトバンクと停電対策強化エネ
クス

岩
谷
産
業
10
月
出
荷
分

プ
ロ
パ
ン
卸
価
格
1520
円
値
下
げ

ＢＣＰ強化でガス檢

三和エナジーと緊急時最優先給油契約

�0�3年の燃料配送訓練

全国の「LPガス三部料金制」市況調査【2025年8月末現在】 （単位：円）

経済産業局
都府県

今回調査 対前回調査増減
基本料金
平均値

設備料金
平均値

家庭用 基本料金
平均値

設備料金
平均値

家庭用
5ｍ3 10ｍ3 20ｍ3 5ｍ3 10ｍ3 20ｍ3

北海道局 2,235 190 6,881 11,310 19,680 5 111 2 5 10
青森 2,130 1,012 6,429 10,927 19,388 -17 -77 -45 -19 0
岩手 2,081 188 6,202 10,395 18,234 -10 0 11 18 31
宮城 1,958 336 5,624 9,250 16,129 -3 123 -42 -53 -58
秋田 2,072 946 6,178 10,262 17,828 -25 0 18 33 58
山形 2,112 473 6,210 10,440 18,419 -3 0 -7 12 10
福島 2,014 416 5,889 9,655 16,845 -11 -14 20 16 -18

東 北 局 2,057 418 6,072 10,117 17,743 -12 9 -9 -9 -4
茨城 1,849 340 5,232 8,529 14,895 -13 -67 13 9 37
栃木 1,827 206 5,212 8,509 14,779 -5 0 4 11 23
群馬 1,919 283 5,220 8,429 14,652 -6 5 45 75 53
埼玉 1,907 326 5,203 8,445 14,797 -7 6 17 69 126
千葉 1,888 235 5,093 8,264 14,457 -15 12 1 28 45
東京 1,907 482 5,148 8,354 14,717 -33 70 6 -17 -47

（除伊豆諸島） 1,916 482 5,128 8,308 14,613 -36 70 9 -13 -51
神奈川 1,938 497 5,279 8,593 15,142 -3 -206 -1 -3 -12
新潟 2,123 - 5,861 9,523 16,536 -7 13 27 34

（除佐渡） 2,146 - 5,824 9,392 16,242 -9 15 30 38
長野 1,910 384 5,582 9,140 15,893 -8 -144 1 -8 -16
山梨 1,821 371 5,187 8,507 14,997 14 43 4 8 -71
静岡 1,921 313 5,498 8,917 15,494 3 0 11 19 40

関 東 局 1,909 347 5,307 8,632 15,080 -8 -30 11 23 31
愛知 1,888 410 5,410 8,727 15,019 -7 103 29 35 9
岐阜 1,928 863 5,532 9,010 15,720 1 20 13 17 24
三重 1,918 70 5,455 8,789 15,113 13 -9 -18 -35
富山 2,241 - 6,171 9,959 17,077 -30 14 -79 -156
石川 2,062 - 5,967 9,758 16,918 -10 0 -9 -35

中 部 局 1,979 602 5,634 9,127 15,765 -5 122 14 -2 -29
福井 1,954 418 5,712 9,358 16,180 2 0 -11 15 -44
滋賀 2,054 248 5,563 8,927 15,289 0 0 -17 -33 -67
京都 2,034 401 5,601 8,960 15,355 -24 -51 -23 -50 -108
奈良 1,918 550 5,253 8,444 14,591 13 -14 -35 -71
大阪 1,877 325 5,192 8,411 14,697 6 0 -14 -20 -39
兵庫 2,159 418 5,807 9,377 15,877 -6 -18 -1 -8 -23
和歌山 2,030 - 5,385 8,559 14,554 16 -13 -21 -39
近 畿 局 2,005 385 5,498 8,860 15,217 2 -34 -12 -19 -50
鳥取 2,059 - 6,113 9,988 17,373 40 5 -3 -25
島根 2,181 - 6,319 10,332 17,945 3 4 9 -15

（除隠岐） 2,180 - 6,363 10,420 18,118 3 5 10 -16
岡山 2,063 100 5,843 9,469 16,223 2 0 -8 -28 -20
広島 2,024 - 5,805 9,148 15,602 4 -38 -52 -56
山口 2,162 100 6,163 9,943 16,981 6 10 -21 -30 -58

中 国 局 2,086 100 5,990 9,649 16,565 11 3 -15 -28 -38
徳島 2,122 550 5,585 8,961 15,302 5 0 12 3 -11
香川 2,056 220 5,670 9,151 15,942 -6 0 -13 -53 -22
愛媛 2,021 1,342 5,547 8,989 15,448 -11 528 5 2 8
高知 2,002 805 5,361 8,576 14,552 13 -150 -4 -11 -32

四 国 局 2,053 802 5,554 8,949 15,372 -2 -52 1 -13 -10
福岡 2,031 220 5,598 8,957 15,126 5 0 15 36 42
佐賀 2,136 - 6,063 9,769 16,414 -25 66 114 206
長崎 1,936 330 5,722 9,331 16,151 -4 0 2 -6 -8

（除対馬五島） 1,898 330 5,640 9,176 15,790 -3 0 0 -5 0
熊本 1,856 220 5,465 8,846 14,979 5 -4 -14 -25
大分 1,910 220 5,470 8,906 15,361 1 -25 -38 -38
宮崎 1,929 110 5,548 9,171 15,663 -6 9 172 13
鹿児島 1,774 - 5,541 9,066 15,555 -9 47 24 -4

（除奄美熊毛） 1,737 - 5,486 8,952 15,242 -17 34 16 1
九 州 局 1,936 211 5,604 9,085 15,478 -3 0 15 33 20
沖縄総合事務局 1,986 - 5,736 9,417 16,376 -10 -5 -20 -50
（除宮古八重山等） 2,015 - 5,802 9,493 16,442 -13 -1 -15 -41
全国 1,988 379 5,649 9,198 15,934 -2 -13 3 6 -2

（除離島） 5,646 9,191 15,916 0 -2 -21
注1）家庭用５～20m3料金には基本料金、設備料金を含む。消費税込み
注2）前回調査増減は、今回・前回のいずれにも回答があった同一店の調査票のみを対象に差額を算出

ガ
ス
檢
の
検
査
車
両
（
右
か
ら
ガ

ス
檢
の
曽
根
田
守
管
理
部
総
務
担

当
主
任
、
同
・
峯
岸
誠
取
締
役
事

業
構
造
改
革
推
進
担
当
役
員
、
三

和
エ
ナ
ジ
ー
の
浜
野
峰
由
樹
東
日

本
配
送
部
部
長
、
同
・
明
道
仁
志

東
日
本
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
事
業
部
副
課
長

河
合
室
長
補
佐
（
左

端
）
も
討
論
に
同
席

Ｅグローブ2025年度
会長・副会長連絡会開く
ＥＮＥＯＳグローブ会




